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8:indocyanine green clearance rate, 9:塞栓術前の最大血清ビリルビン値, 10:化学療法
歴）を選択し、予定残肝肥大率との相関を多変量解析で評価した。 
結果、門脈前区域枝・後区域枝の近位分枝数（p < 0.001）、主門脈の分岐破格（p = 



































  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和 2年 3月 5日実施の論文内容とそれに関連し
た試問を受け、合格と認められたものである。 
      
